
同 友 ぐ ん ま（�）20�3年 8月号 第378号

378

2013

8
発行/群馬中小企業家同友会　〒371-0013　前橋市西片貝町1-300-5  ルアン第二ビル４Ｆ　TEL 027-232-0001　FAX 027-232-0666　E-mail g-douyu@po.wind.ne.jp

　

若
手
経
営
者
・
後
継
者
の
勉
強
す

る
場
、
同
世
代
で
切
磋
琢
磨
し
あ
う

場
と
し
て
、「
群
馬
に
も
青
年
部
会

を
つ
く
ろ
う
」
と
い
う
機
運
が
高
ま

り
、
昨
年
度
、
青
年
部
準
備
会
を
組

織
。
一
年
間
の
下
地
づ
く
り
の
活
動

を
踏
ま
え
て
、
つ
い
に
今
年
度
よ
り

『
青
年
部
会
』
が
ス
タ
ー
ト
を
切
り

島
山
氏
が
開
会
挨
拶
。「
群
馬
同
友

会
会
員
の
三
分
の
一
に
あ
た
る
約

一
五
〇
名
が
四
十
五
歳
以
下
。
会
員

の
後
継
者
を
含
め
る
と
対
象
者
の
輪

は
さ
ら
に
広
が
る
。
皆
さ
ん
か
ら
の

意
見
を
参
考
に
し
つ
つ
、
支
部
例
会

で
は
で
き
な
い
青
年
部
会
ら
し
い
活

動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
」
と
、
同

部
会
が
持
つ
可
能
性
、
今
後
に
向
け

た
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
「
失
敗
を
恐
れ
る
必
要
は
な
い
。

青
年
部
会
ら
し
く
前
向
き
に
思
い

切
っ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
ほ
し

い
」
と
、
激
励
に
駆
け
つ
け
た
山
岸

代
表
理
事
の
発
声
に
合
わ
せ
て
声
高

ら
か
に
乾
杯
。
支
部
ご
と
に
参
加
者

が
登
壇
し
て
個
性
豊
か
な
自
己
紹
介

を
行
う
な
ど
、
熱
気
溢
れ
る
雰
囲
気

で
交
流
・
親
睦
を
深
め
て
い
き
ま
し

た
。

　

青
年
部
会
で
は
今
後
の
活
動
を
随

時
企
画
中
。
な
か
で
も
「
青
年
経
営

者
全
国
交
流
会
in
東
京
（
九
月
十
二

日
（
木
）・
十
三
（
金
）
開
催
）」
を

例
会
に
位
置
付
け
、
群
馬
か
ら
の
参

ま
し
た
。

　

そ
の
記
念
す
べ

き
第
一
歩
と
し

て
、
六
月
十
四

日
（
金
）、
高
崎

ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ

ル
プ
ラ
ザ
を
会
場

に
、「
青
年
部
会

設
立
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
」を
開
催
。

趣
旨
・
目
的
に
賛

同
す
る
若
手
経
営

者
や
後
継
者
、
設

立
を
祝
福
す
る
会

員
、
埼
玉
・
千
葉

同
友
会
か
ら
の
応

援
参
加
な
ど
、
総

勢
五
〇
名
が
一
堂

に
会
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
青
年
部

会
長
を
務
め
る

青
年
部
会
設
立
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

青
年
部
会
設
立
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

若
手
経
営
者
・
後
継
者
あ
つ
ま
れ
！

加
目
標
を
五
〇
名
に
設
定
し
ま
し

た
。
全
国
的
に
も
青
年
部
会
が
熱
を

帯
び
て
お
り
、
九
月
の
東
京
で
ボ
ル

テ
ー
ジ
が
最
高
潮
に
達
す
る
の
は
必

至
。
ぜ
ひ
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

◇学びあい、刺激しあい、次代を担うリーダーとしての資質を高めます。

◆若さ溢れる柔軟な発想で、新しい価値・新たなビジネスを創造します。

◇仲間の輪を広げて人脈を形成するとともに、メンバー同士の絆を深めます。

◆地域経済の発展、ならびに群馬中小企業家同友会の発展に寄与します。

≪趣旨 ･目的≫

◆同友会会員、または会員企業の後継者・幹部社員の方

◇年齢45歳までの方（45歳を迎えた年度末まで）

≪所属資格≫

青年部会運営要綱
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「水なし印刷」をお薦めします
「水なし印刷」は、有害な廃液を含む湿し水を一切使用せず

現像工程の現像液使用量・廃液量も大幅減、またCO2排出量も削減します。
環境への負荷が格段に少ない印刷システムです。

私たちは、これからも環境に、お客様にやさしい企業を目指します。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。

そ
れ
は
お
客
様
と

未
来
の
地
球
の
た
め
に
、

や
さ
し
い
企
業
で
あ
る
こ
と
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。

そ
れ
は
お
客
様
と

未
来
の
地
球
の
た
め
に
、

や
さ
し
い
企
業
で
あ
る
こ
と
。

　

七
月
五
日
（
金
）〜
六
日
（
土
）、
四

月
の
新
入
社
員
研
修
会
に
引
き
続
き
、

群
馬
パ
ー
ス
学
園
・
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
高
山
を
会
場
に
、「
新
入
社
員
フ
ォ

ロ
ー
研
修
会
」
を
開
催
。
二
十
六
社

よ
り
六
十
名
、
経
営
者
を
含
め
て
約

九
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、「
三
ヶ
月
間
の
振
り

返
り
」
を
は
じ
め
、
外
部
講
師
を
招

い
た
「
礼
儀
挨
拶
徹
底
研
修
」
に
よ

る
基
本
行
動
の
確
認
、
挨
拶
や
返
事

の
修
得
な
ど
を
実
施
。
ま
た
、
各
社

で
練
習
を
重
ね
、
実
際
の
商
品
・
製

品
や
画
像
を
使
う
な
ど
、
工
夫
を
凝

ら
し
て
発
表
し
た
「
会
社
Ｐ
Ｒ
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、「
会
社
の
仕
組
み
、

仕
事
の
仕
組
み
」（
山
岸
社
長
）、「
時

は
金
な
り
」（
提
箸
社
長
）と
題
し
た
、

経
営
者
の
熱
の
こ
も
っ
た
講
義
を
基

に
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

実
施
。
最
後
に
研
修
内
容
を
総
括
す

新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
研
修
会

新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
研
修
会

人
間
性
の
向
上
と
自
立
型
社
員
を
め
ざ
し
て
！

る
「
ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
」
を

通
し
て
、
組
織
の
あ
り
方
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。

　

受
講
生
が
記
し
た
研
修
レ

ポ
ー
ト
＆
経
営
者
側
の
感
想

（
抜
粋
）
を
左
記
に
掲
載
し

ま
す
。

［
研
修
生
］

○
学
ん
だ
こ
と
を
す
ぐ
に
出

来
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

基
本
動
作
や
仕
事
に
取
り
組

む
姿
勢
な
ど
、
出
来
る
と
こ

ろ
か
ら
実
践
し
、
出
来
る
こ

と
を
増
や
し
て
い
く
。

○
グ
ル
ー
プ
討
論
で
積
極
的

に
発
言
で
き
な
か
っ
た
の
が

悔
や
ま
れ
る
。
会
社
の
会
議

で
は
、
少
し
ず
つ
で
も
自
分
の
意
見

を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

○
「
時
間
は
有
限
」
と
い
う
言
葉
が

印
象
に
残
っ
た
。
時
間
を
無
駄
に
せ

ず
、
自
分
の
人
生
に
目
標
を
持
っ
て

有
意
義
に
過
ご
し
た
い
。

○
「
周
り
を
変
え
る
の
は
難
し
い
が

自
分
を
変
え
る
こ
と
は
出
来
る
」。

こ
の
言
葉
を
頭
に
入
れ
、
一
日
で
も

早
く
「
人
財
」
と
な
り
、
同
期
と
会

社
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

［
経
営
者
］

○
自
社
は
も
ち
ろ
ん
他
社
の
新
入
社

員
の
成
長
を
見
て
、元
気
を
も
ら
い
、

多
く
の
気
づ
き
を
得
ら
れ
た
。
経
営

者
と
し
て
彼
等
か
ら
得
た
も
の
を
生

か
し
、
よ
り
良
い
職
場
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
み
た
い
と
決
意
し
た
。

○
新
卒
社
員
の
行
く
末
は
、
特
に
企

業
の
責
任
が
大
き
い
。
せ
っ
か
く
出

始
め
た
芽
を
大
切
に
育
て
た
い
と
強

く
思
っ
た
。
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関東防災工業株式会社
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沼
田
支
部
で
は
六
月
十
八
日
、
利

根
沼
田
文
化
会
館
を
会
場
に
六
月
例

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
よ
り
経
営
研
究
部
会
長

を
務
め
る 

㈱
邦
和
・
専
務
取
締
役
、

丹
羽
孝
宜
氏
（
桐
生
支
部
）
を
報
告

者
に
迎
え「
突
然
の
経
営
者
不
在
で
、

手
探
り
状
態
か
ら
の
船
出
」
〜
経
営

指
針
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
見
え
て

き
た
こ
と
〜
を
テ
ー
マ
に
経
営
体
験

報
告
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

あ
る
日
突
然
、
社
長
が
病
に
倒
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
共
同
経
営

者
と
の
対
立
が
勃
発
。
く
わ
え
て
社

長
に
任
せ
き
り
だ
っ
た
社
内
体
制
。

取
引
銀
行
の
融
資
停
止
。
品
質
低
下

を
懸
念
し
た
取
引
先
の
減
少
。
騒
音

に
対
す
る
苦
情
。
さ
ら
に
は
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
ま
で
…
。
何
重
に
も
重

な
っ
た
問
題
と
闘
い
の
様
子
を
赤

裸
々
に
語
り
、
参
加
者
の
目
を
釘
付

け
に
し
ま
し
た
。

　

問
題
が
落
ち
着
く
ま
で
の
約
二
年

間
の
出
来
事
を
振
り
返
っ
た
丹
羽
氏

沼田支部
6月例会

突
然
の
経
営
者
不
在
で
、

　
　

手
探
り
状
態
か
ら
の
船
出

は
「
先
代
が
明
日
い
な
く

な
る
か
も
し
れ
な
い
危
機

感
を
持
つ
」「
一
人
に
任

せ
る
の
で
は
な
く
、
仕
事

は
周
り
の
人
も
出
来
る
よ

う
な
状
況
へ
」「
目
の
前

の
状
況
か
ら
逃
げ
な
い
こ

と
、
す
べ
て
は
経
験
と
な

る
」
と
ま
と
め
ま
し
た
。

　

経
営
指
針
を
つ
く
る
会

に
は
、
社
長
代
理
を
行
う

こ
と
で
父
親
の
考
え
を
知

り
た
く
な
っ
て
い
た
時

に
、
参
加
を
勧
め
て
く
れ

る
仲
間
の
声
が
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　
「
経
営
指
針
書
を
つ
く

る
と
、会
社
へ
の
想
い
が
強
く
な
り
、

自
社
の
事
業
領
域
・
価
値
観
が
は
っ

き
り
し
た
。
ま
た
、
指
針
を
つ
く
る

会
は
、
良
い
仲
間
に
出
会
え
、
自
分

自
身
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
出
来
る
場
所

で
あ
る
と
実
感
し
て
い
る
」
と
丹
羽

氏
は
語
り
ま
し
た
。

　

例
会
の
ま
と
め
と
し
て
前
経
営
研

究
部
会
長
の
澤
浦
代
表
理
事
は
「
丹

羽
さ
ん
は
、
と
て
も
三
十
代
と
は
思

え
な
い
経
営
者
と
し
て
の
迫
力
が
あ

る
。
そ
の
源
と
な
る
話
を
聞
く
こ
と

が
出
来
て
良
か
っ
た
。
今
日
の
話
を

聞
い
て
経
営
指
針
を
つ
く
る
会
の
参

加
が
増
え
る
は
ず
」
と
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
何
が
あ
っ
て
も

伊勢崎支部
6月例会

お
客
様
に
最
高
の
一
日
を

　

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
運
営
、
各
パ
ー

テ
ィ
ー
運
営
な
ど
の
プ
ラ
ザ
・
ア
リ

ア
（
鷹
巣
会
館
㈲
）、
代
表
取
締
役
・

鷹
巣
修
氏
（
伊
勢
崎
支
部
）
を
報
告

者
に
、
伊
勢
崎
支
部
六
月
例
会
を
開

催
。「
お
客
様
に
最
高
の
一
日
を
」

と
題
し
て
、
自
社
の
歩
み
や
経
営
戦

略
を
率
直
に
語
り
ま
し
た
。

　

自
己
紹
介
・
会
社
概
要
に
続
き
、

両
親
が
営
む
鮮
魚
店
か
ら
出
発
し
た

同
社
沿
革
を
説
明
。
鮮
魚
店
か
ら
宴

会
場
へ
の
転
換
、
全
面
増
改
築
や
結

婚
式
へ
の
特
化
な
ど
、
数
多
の
決
断

を
迫
ら
れ
た
当
時
の
心
境
を
振
り
返

り
ま
し
た
。「
変
化
し
な
け
れ
ば
生

き
残
れ
な
か
っ
た
」「
恐
怖
心
と
競

争
意
識
を
持
ち
続
け
た
」「
常
に
お

客
様
の
立
場
で
満
足
度
向
上
を
図
っ

た
」
な
ど
の
言
葉
か
ら
は
、
市
内
同

業
社
が
苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
な
か
、

今
日
ま
で
顧
客
に
支
持
さ
れ
続
け
る

理
由
が
垣
間
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
〝
最
高
の
一
日
〟
は
伊
勢
崎
駅
北

に
あ
る
同
社
結
婚
式
場
の
名
称
、
そ

逃
げ
な
い
。
自
分
は
ま
だ
ま
だ
甘
い

と
反
省
さ
せ
ら
れ
た
」「
実
際
に
経

験
し
た
話
に
は
ス
ゴ
ミ
を
感
じ
る
。

丹
羽
さ
ん
は
正
義
感
を
ベ
ー
ス
に
行

動
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
れ
が

人
生
理
念
で
あ
り
、
企
業
理
念
で
あ

る
と
感
じ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
て
コ
ン
セ
プ
ト
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。「
誰
に
何
を
提
供
し
て
い
る
の

か
？
」
を
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
例

会
と
な
り
ま
し
た
。
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有限会社 エーピーエム
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高
崎
支
部
新
年
度
初
の
通
常
例
会

は
、
新
支
部
長
の
戸
塚
氏
（
ア
イ
テ

ク
シ
ス
テ
ム
社
長
）
が
経
営
体
験
を

報
告
し
ま
し
た
。

　
「
社
員
か
ら
社
長
へ
、
そ
し
て
こ

れ
か
ら
」
と
題
し
て
戸
塚
氏
は
、
生

い
立
ち
か
ら
就
職
、そ
し
て
分
社
化
、

代
表
就
任
、
さ
ら
に
取
引
先
の
経
営

を
任
さ
れ
る
ま
で
の
歩
み
を
、
そ
の

時
々
の
出
来
事
や
問
題
、
自
身
の
考

え
方
の
変
化
な
ど
を
交
え
て
率
直
に

語
り
ま
し
た
。

　

社
長
就
任
当
時
の
同
社
は
、
一
人

ひ
と
り
が
顧
客
を
持
っ
て
い
た
た

め
、
そ
の
人
じ
ゃ
な
い
と
何
も
わ
か

ら
な
い
と
い
う
一
匹
狼
の
集
団
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
意
見
は
出

さ
な
い
の
に
否
定
ば
か
り
の
会
議
。

意
見
が
合
わ
な
い
取
締
役
会
と
、
問

題
は
山
積
み
。
結
局
取
締
役
三
人
が

相
次
い
で
退
社
し
ま
し
た
。

　
「
相
談
相
手
が
ほ
し
い
…
」
と
思

い
悩
ん
で
い
た
と
き
、
同
友
会
を
紹

介
さ
れ
、
平
成
十
八
年
に
入
会
し
ま

し
た
。
そ
の
翌
年
か
ら
『
経
営
指
針

を
つ
く
る
会
』
に
参
加
し
た
戸
塚
氏

は
、
社
長
の
思
い
を
固
め
、
組
織
を

作
り
替
え
、
共
育
も
実
践
。
年
々
進

高崎支部
6月例会

社
員
か
ら
社
長
へ
、

　
　
　
　

 

そ
し
て
こ
れ
か
ら

化
す
る
経
営
指
針
書
と
と

も
に
会
社
自
体
も
年
々
変

わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

戸
塚
氏
の
実
直
な
人
柄

が
に
じ
み
出
る
報
告
に
参

加
者
か
ら
は
「
終
わ
り
な

く
、
い
つ
ま
で
も
成
長
し

続
け
る
大
切
さ
を
学
ん

だ
」「
戸
塚
さ
ん
の
報
告

か
ら
、
自
分
に
足
り
な
い

も
の
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
た
」「
支
部
長
の
人
柄

と
実
際
の
経
営
を
知
る
良

い
機
会
と
な
っ
た
」
な
ど

の
感
想
が
述
べ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
例
会
は
、
ワ
ー
ク

エ
ン
ト
リ
ー
（
加
藤
社
長
、同
支
部
）

桐生支部
6月例会

め
ざ
せ
零
細
企
業
の
星
！

　

自
動
車
部
品
販
売
・
取
付
・
修
理

な
ど
を
行
う
ア
ラ
イ
商
会
㈱
、
代
表

取
締
役
・
新
井
雄
一
氏
（
桐
生
支
部
）

が
報
告
者
を
務
め
、「
め
ざ
せ
零
細

企
業
の
星
！
〜
コ
ツ
コ
ツ
叶
え
る
５

つ
の
夢
物
語
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
自

身
の
経
営
体
験
を
語
り
ま
し
た
。

　

高
校
時
代
、
父
に
会
社
を
継
ぐ

決
意
を
伝
え
、
都
内
の
自
動
車
関

連
会
社
で
四
年
間
修
行
を
し
た
後
、

家
業
に
入
っ
た
新
井
氏
。
売
上
・

社
員
数
の
倍
化
、
シ
ョ
ッ
プ
開
設

（39style

）、
カ
ー
レ
ー
ス
出
場
な

ど
、
強
い
意
志
に
裏
打
ち
さ
れ
た
挑

戦
の
系
譜
を
順
を
追
っ
て
紹
介
し
て

い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
社
長
就
任
後

に
行
っ
た
業
務
改
善
と
し
て
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
や
整
備
工
場
の
増
設
、

在
庫
管
理
、
各
種
研
修
会
開
催
な

ど
、
多
岐
に
渡
る
視
点
で
の
取
り
組

み
を
、
そ
の
成
果
と
合
わ
せ
て
振
り

返
り
ま
し
た
。

　

報
告
後
半
と
質
疑
応
答
で
は
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
も
示
唆
。「
シ
ョ
ッ

プ
の
分
社
黒
字
化
」「
自
社
製
品
・

自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
」「
社
長
の

意
見
が
覆
る
会
社
づ
く
り
」
な
ど
な

ど
、
夢
物
語
は
ま
だ
ま
だ
続
い
て
行

き
そ
う
で
す
。

が
行
う
就
職
支
援
事
業
の
一
環
と
し

て
大
学
生
六
名
が
参
加
。「
中
小
企

業
の
経
営
者
が
、
こ
ん
な
に
社
員
の

こ
と
を
考
え
て
い
る
と
は
思
わ
ず
、

ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
中
小
企
業
に

対
す
る
認
識
が
変
わ
り
、
就
職
を
考

え
る
幅
が
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
」
な
ど

の
感
想
が
数
多
く
聞
か
れ
、
参
加
し

て
い
た
誰
も
が
、
目
を
細
め
て
い
ま

し
た
。
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太田支部
6月例会

開
拓
魂
を
受
け
継
ぐ

　

  

三
代
目
の
熱
き
想
い
前橋支部
6月例会
＆

　

沼
田
支
部
所
属
の
農
業
生
産
法

人
㈲
農
園
星
ノ
環
、
代
表
取
締
役
・

星
野
高
章
氏
を
報
告
者
に
、
六
月

十
九
日
（
水
）
前
橋
支
部
例
会
、
同

二
十
七
日
（
木
）
太
田
支
部
例
会
を

開
催
。
戦
後
開
拓
に
よ
り
日
本
有
数

の
農
業
地
域
へ
と
成
長
を
遂
げ
た
昭

和
村
、
そ
の
開
拓
魂
を
受
け
継
ぐ
三

代
目
の
熱
き
想
い
を
語
り
ま
し
た
。

　
「
夢
こ
そ
最
大
の
経
営
資
源
」
と

の
持
論
か
ら
報
告
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
星
野
氏
は
、
社
会
に
新
た
な
価
値

と
感
動
を
提
供
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
発
表
会
「
ド
リ
ー
ム
プ
ラ
ン
・
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
通
称
：
ド
リ

プ
ラ
）
二
〇
一
〇
」
に
お
い
て
、
自

身
が
発
表
し
た
「
ニ
ッ
ポ
ン
農
業
の

力
を
み
せ
て
や
る
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
本
番
さ
な
が
ら
に
披
露
。
同

プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
、「
夢
は
語

る
だ
け
で
な
く
、
ど
う
い
う
順
序
で

到
達
す
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
会
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
中
期
方

針
・
計
画
な
ど
は
、
夢
を
叶
え
る
た

め
に
欠
か
せ
な
い
ツ
ー
ル
で
あ
る
」

と
、
経
営
指
針
書
の
必
要
性
を
訴
え

か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
野
菜
と
一
緒
に
人
が
育

つ
農
場
」
を
基
本
と
す
る
同
社
社
員

教
育
に
つ
い
て
、「
原
発
に
よ
る
風

評
被
害
で
売
上
が
落
ち
込
み
、
自
分

を
含
め
て
全
員
が
暗
い
顔
。
ノ
ビ
ノ

ビ
と
働
け
る
環
境
に
は
程
遠
く
、
社

員
に
は
迷
惑
を
か
け
た
」
と
、
震
災

直
後
の
反
省
を
吐
露
。
そ
の
打
開
策

と
し
て
〝
ハ
ッ
ピ
ー
体
操
〟
を
朝
礼

に
取
り
入
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介

し
て
い
き
ま
し
た
。
参
加
者
も
体
操

を
一
緒
に
行
い
、
思
わ
ず
笑
顔
に

な
っ
て
し
ま
う
様
子
が
印
象
的
で
し

た
。

　

報
告
の
ま
と
め
と
し
て
、
病
と
闘

う
少
女
の
動
画
を
紹
介
。「
環
境
や

状
況
に
責
任
転
嫁
す
る
の
は
簡
単
な

こ
と
。
そ
の
な
か
で
自
分
た
ち
は
次

世
代
に
何
を
残
す
か
を
考
え
な
け
れ

渋川吾妻支部
6月例会

先
達
に
聞
く
シ
リ
ー
ズ 

第
１
弾

　

六
月
二
十
五
日
（
火
）、
渋
川
市

中
央
公
民
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た

渋
川
吾
妻
支
部
例
会
は
、〝
先
達
に

聞
く
〟
シ
リ
ー
ズ
第
一
弾
と
し
て
、

清
塚
副
支
部
長
（
シ
ェ
リ
ー
社
長
）

の
父
、
清
塚
富
男
会
長
か
ら
「
決
断

の
瞬
間
（
と
き
）」
と
題
し
て
、
そ

の
壮
絶
な
半
生
を
伺
う
機
会
を
得
ま

し
た
。

ば
な
ら
な
い
。
緻
密
な
戦
略
（
経
営

指
針
）
を
持
ち
、
夢
を
叶
え
て
い
く

姿
を
見
せ
る
の
が
大
事
で
は
な
い

か
」
と
、
将
来
を
担
う
四
代
目
、
五

代
目
た
ち
に
向
け
た
経
営
者
の
覚
悟

を
語
り
ま
し
た
。

　

報
告
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、

「
企
業
の
夢
（
ビ
ジ
ョ
ン
）」「
所
属

業
界
・
地
域
に
お
け
る
自
社
の
役
割
」

「
イ
キ
イ
キ
と
働
け
る
職
場
」
な
ど
、

　

十
五
歳
で
戦
争
へ
、
そ
し
て
シ
ベ

リ
ア
に
四
年
間
抑
留
さ
れ
、
氷
点
下

四
〇
度
近
い
極
寒
の
な
か
で
強
制
労

働
の
毎
日
。「
絶
対
に
生
き
て
帰
る

ん
だ
！
」
と
い
う
強
い
信
念
で
生
き

延
び
、
二
十
歳
で
日
本
へ
帰
還
…
。

そ
の
後
、
無
線
士
と
し
て
大
洋
漁
業

へ
、
そ
し
て
独
立
し
、
大
洋
印
刷
所

創
業
…
と
話
は
続
き
ま
す
が
、
体
験

談
の
す
べ
て
が
、
今
日
ま
で
〝
全
力

で
生
き
抜
い
て
き
た
証
〟
そ
の
も
の

で
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
生
き
る
こ
と
へ

の
姿
勢
に
感
動
し
た
」「
先
を
見
る

眼
が
凄
い
」「
こ
う
と
決
め
た
ら
何

が
何
で
も
前
進
す
る
芯
の
強
さ
に
感

銘
」「
我
々
の
苦
労
は
苦
労
の
う
ち

に
入
ら
な
い
と
痛
感
し
た
」
な
ど
の

感
想
が
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

多
岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ
で
意
見
交

換
。
星
野
氏
の
熱
き
想
い
が
会
場
全

体
に
伝
播
し
、
い
つ
も
以
上
の
盛
り

上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
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会員企業紹介
わが社の

草処建設㈱
草処 晋一 氏（伊勢崎支部所属）

無垢で建てる こだわりの新築無垢で建てる こだわりの新築無垢で建てる こだわりの新築

▼
会
社
概
要

　

桐
生
市
新
里
町
で
一
般
木
造
住
宅

や
店
舗
な
ど
の
設
計
・
施
行
・
リ

フ
ォ
ー
ム
を
行
っ
て
い
る
会
社
で

す
。
大
工
八
名
体
制
に
よ
り
、
ほ
と

ん
ど
の
仕
事
を
自
社
施
行
で
対
応
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

も
と
も
と
実
家
は
農
家
で
し
た

が
、
父
が
棟
梁
と
し
て
家
づ
く
り
を

始
め
ま
し
た
。
私
も
小
学
校
の
こ
ろ

か
ら
現
場
に
連
れ
て
行
か
れ
、
釘
打

ち
な
ど
を
さ
せ
ら
れ
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。
高
校
卒
業
後
、
夜
間
大
学
に

通
い
な
が
ら
職
人
と
し
て
家
業
に
入

り
、
二
十
五
歳
で
一
級
建
築
士
の
免

許
を
取
得
。
三
十
五
歳
で
家
業
を
継

ぎ
ま
し
た
。

　

当
社
に
は
「
モ
ッ
ク
の
家
」
と
い

う
愛
称
が
あ
り
ま
す
。
木
→
も
く
→

所在地 ／ 桐 生 市 新 里 町 新 川171
連絡先／TEL 0277−74−1682
URL／http://www.kusadokoro.co.jp/

も
っ
く
→
モ
ッ
ク
と
い
う
具
合
に
、

木
へ
の
こ
だ
わ
り
を
親
し
み
や
す
く

表
現
し
て
い
ま
す
。

▼
イ
チ
オ
シ
の
Ｐ
Ｒ
を

　

無
垢
材
を
使
っ
た
家
づ
く
り
が
当

社
の
イ
チ
オ
シ
で
す
。
私
に
は
「
家

は
木
材
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

い
う
想
い
が
強
く
あ
り
ま
す
。
自
分

た
ち
と
共
に
育
っ
た
地
元
の
木
で
、

木
の
香
り
の
す
る
家
に
住
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
心
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。

　

お
客
様
と
の
入
念
な
打
合
せ
（
多

い
と
き
は
二
〇
回
以
上
）
を
重
ね
、

ご
希
望
の
家
に
最
適
な
木
材
を
自
社

倉
庫
か
ら
選
ぶ
と
こ
ろ
か
ら
家
づ
く

り
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。プ
レ
カ
ッ

ト
（
機
械
で
構
造
材
を
加
工
）
が
一

般
住
宅
の
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

墨
付
け
や
刻
み
も
自
社
大
工
が
行
う

な
ど
、
職
人
技
が
光
る
細
部
へ
の
こ

だ
わ
り
と
、
目
の
行
き
届
い
た
責
任

施
行
が
最
良
の
持
ち
味
で
す
。

　

瓦
屋
根
の
ラ
イ

ン
、
大
黒
柱
の
風

格
、
木
肌
の
柔
ら

か
さ
。
古
来
か
ら

伝
わ
る
日
本
建
築

は
、
長
い
歳
月
に

耐
え
う
る
本
物
の

美
し
さ
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た

本
格
和
風
住
宅

Q 

&

      

A

▼
課
題

　

県
産
材
の
有
効
活
用
、
機
械
化
に

よ
る
大
工
の
減
少
と
技
術
の
落
ち
込

み
は
、
当
社
だ
け
で
な
く
県
内
建
築

業
全
体
に
と
っ
て
も
課
題
と
感
じ
て

い
ま
す
。
日
本
建
築
の
素
晴
ら
し
さ

や
、
そ
の
技
術
を
後
世
に
ど
う
残
し

て
い
く
か
を
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

木
に
こ
だ
わ
っ
た
家
づ
く
り
は
、

ど
う
し
て
も
価
格
が
割
高
に
な
っ
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。
お
客
様
の
満
足

度
は
そ
の
ま
ま
に
、
コ
ス
ト
を
抑
え

た
家
づ
く
り
も
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ

た
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
今
後
の
展
望

　

当
社
の
経
営
理
念
「
職
人
精
進
〜

家
を
建
て
る
こ
と
に
誇
り
を
持
つ
。

そ
の
精
神
は
現
場
だ
け
で
な
く
社
員

全
員
が
保
持
し
、そ
の
た
め
の
勉
強
・

努
力
を
し
続
け
る
〜
」を
大
切
に
し
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
ざ

し
た
正
真
正
銘
の
「
良
い

仕
事
」
を
心
掛
け
て
い
き

ま
す
。

　

後
継
者
は
し
ば
ら
く
先

の
話
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
末
永
い
会
社
の
繁
栄

は
も
ち
ろ
ん
、
木
へ
の
こ

だ
わ
り
も
一
緒
に
受
け
継

が
れ
て
行
く
よ
う
に
し
た

い
で
す
。

使
っ
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
冷
た
さ
に
違
和
感
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
小
さ
い
こ

ろ
に
見
た
現
場
の
温
か
い
木
の
ぬ
く

も
り
を
思
い
出
し
、「
無
垢
材
で
家

を
建
て
て
行
こ
う
」
と
心
に
決
め
た

の
で
す
。

　

ま
ず
は
自
宅
で
無
垢
材
を
使
っ
た

家
づ
く
り
に
着
手
し
、
持
て
る
技
術

と
想
い
を
駆
使
し
て
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
現
在
も
自
宅
兼
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス

と
し
て
お
客
様
を
ご
案
内
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
ま
す
。

　

無
垢
材
は
ひ
び
割
れ
や
曲
が
り
が

起
こ
り
や
す
く
扱
い
が
難
し
い
た

め
、
一
朝
一
夕
で
技
術
は
身
に
つ
き

ま
せ
ん
。
以
前
、「
Ｔ
Ｖ
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
」
と
い
う
番
組
か
ら
出
演
オ

フ
ァ
ー
を
い
た
だ
き
、
数
寄
屋
造
り

（
日
本
伝
統
の
建
築
様
式
）
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
自
社
技
術
へ

の
自
信
を
深
め
ら
れ
た
こ
と
も
転
機

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 は

、
当
社
が

創
業
当
時
か

ら
も
っ
と
も

得
意
と
す
る

家
づ
く
り
で

す
。

▼
無
垢
材
へ

の
こ
だ
わ
り

　

新
建
材
を
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同友会のホームページで
会員検索できます。

【ネット選挙関連事業に参入】
㈱群馬webコミュニケーション

　地域ブログポータルサイト「グンブロ」を運営する
㈱群馬webコミュニケーション、代表取締役会長・赤
石陵勇氏（高崎支部所属）はこのほど、ネット選挙関
連事業に参入した。政治家・立候補予定者向けのブ
ログサービスのほか、一般のブログ会員との意見交換
や討論が出来る場を設けるもの。20−40代を中心に約
6000人いるブログ会員と、インターネットを通じて政
策や信条などを発信したい政党・政治団体・政治家ら
を橋渡しすることで「地域市民に身近な議員の選出や
誰もが参加できる選挙」につなげたい考え。すでに７
月の参院選の立候補予定者がブログを開設している。
　赤石陵勇会長は「選挙期間中だけでなく、日頃から
政治家と一般市民が討論できるステージを設けること
で、政治をより身近なものにしていきたい。地元に密
着した市議会議員選挙などでは、より大きな意味を
持ってくるのではないか」と話している。

　　　　　　　 ［６／27付ぐん経］

【好きなことから職業探し】　　　    パリッシュ出版㈱
　エフエム群馬（石田社長）とパリッシュ出版㈱、代
表取締役会長・土屋和子氏（前橋支部所属）はこのほ
ど、さまざまな職業の魅力や必要なスキルなどをまと
めた、中学生向けの冊子「『好き！』から始める　
未来の職業探しハンドブック2013」を作製した。18日
に、石田社長と土屋会長が県庁を訪れ、県教育委員会
に寄贈した。
　中学生に自らの適性を見つめ直し、未来の職業を意
識する機会を与え、親子で将来を考えるきっかけとす
ることを目的に作製。県産業人材育成課、労働政策
課、県教育委員会が協力、群馬労働局が監修した。

［６／27付ぐん経］

【９月、富岡に葬儀場】               　　    ㈱メモリード
　冠婚葬祭互助会大手の㈱メモリード、副参事・戸塚
邦夫氏（前橋支部所属）は９月26日、富岡バイパス沿
いに「富岡メモリードホール」を開設する。富岡市初
の直営葬祭ホールで１日１葬儀の貸し切り型。
　渡邉葬祭部長は「富岡では20年以上前から会員募集
を行っており、施設開設の要望が強かった。激戦区で
はあるが利用者の心をいやすホールとしてアピールし
ていきたい」と話している。　　    ［７／４付ぐん経］

【楽天トラベルで２度目受賞】　　　　　    ㈱ひびき野
　楽天トラベルは、インターネット総合旅行サイト
「楽天トラベル」で、独自の営業ツールを活用して集
客や売り上げ増につなげた宿泊施設を表彰する「楽
天トラベルマイスター2013」を発表した。キャッチコ
ピー部門で本県の「如心の里ひびき野」（㈱ひびき
野）、代表取締役・養田博美氏（渋川吾妻支部所属）
が受賞した。
　ひびき野のコピーは「恋に利く温泉旅“ねぇどれがい
い？”【４種から選べる貸切露天風呂＆色浴衣付】お
こもり“ふたり”旅」。受賞を受け、おかみの養田さん
は「お客様に語り掛けるようなコピーが評価されたと
思う。これからも一歩寄り添うおもてなしを心掛けた
い」と喜びを語った。　　　　　　    ［７／10付上毛］

【企業物流を一括受託】       　　　　   群馬小型運送㈱
　運送業の群馬小型運送㈱、専務取締役・川手和義
氏（高崎支部所属）は企業から物流を一括受託する
「サード・パーティー・ロジスティクス（３ＰＬ）」事業

を始めた。約６億5000万円を投じ、本社兼物流施設を
新設。運送から倉庫での保管や荷役まで一括して請け
負う。食品メーカーなどに売り込み、受注増加につな
げる。
　このほど高崎市内で物流センターを稼働した。常
温、冷蔵、冷凍の３温度帯に対応している。これまで
群馬小型運送は自前の倉庫を持っておらず、倉庫は外
部業者に委託していた。
　既存顧客に対しても提案できるため、増収が見込め
るという。３ＰＬ事業の開始で、2014年12月期に売上高
を13年12月期見込みの３割増となる13億円規模に増や
す。　　　　　　　　　　　　　　    ［７／12付日経］

【県産豚肉の加工食品開発へ】    ㈱エーアンドブイ企画
　農場レストラン「林牧場とんとん広場」を運営する
㈱エーアンドブイ企画、代表取締役・林きみ代氏（前
橋支部所属）は、国へ申請した「地域産業資源活用事
業計画」について、中小企業地域資源活用促進法に基
づき、７月８日付けで認定を受けた。今後、地元の農
家や食品関連業者らと連携して、県産豚肉を活用した
加工食品の開発に取り組むとともに、養豚の盛んな町
として認知度向上を図り観光振興にも寄与していく方
針。11日には、「とんとん広場」で認定交付式が行わ
れた。
　認定書を受け取った林社長は「これから地元の農家
などと協力し、廃棄されてしまうような野菜をハムや
ソーセージに練り込むことができないか、などの商品
開発や雇用の促進などにつなげていきたい。足取りを
見守ってもらえれば」とあいさつした。

［７／18付ぐん経］

【「Ｔカード」サービス開始】　　　　　　　　   ㈱丸越
　一般廃棄物・産業廃棄物収集運搬業の㈱丸越、代表
取締役・堀越正和氏（渋川吾妻支部所属）はこのほ
ど、県内同業界としては初めて「T−POINT」カード
の取り扱いを始めた。請負金額に応じてポイントを付
与する仕組み。違法な不用品回収業者が増えているこ
とから業界は売り上げを落としている企業が少なくな
く、この対抗措置として「T−POINT」取扱店になっ
たという。
　堀越社長の話「廃棄物のことを正しく理解してもらう
ための啓もう活動にも結び付けたい。近く、引越し事業
でもポイントを付与する予定」 　　 ［７／18付ぐん経］

【会員登録変更】
　伊勢崎液化㈱、取締役統括部長・細谷篤伸氏（伊勢
崎支部所属）では、この度、「総務課課長代理・桜井
進一郎氏」に会員登録を変更しました。

【会員登録変更】
　㈱丸山機械製作所、取締役製造本部長・長井篤氏
（高崎支部所属）では、この度、「次長・谷口秀和
氏」に会員登録を変更しました。

【会社移転】
　㈱ハーベスト、常務取締役・石井精氏（高崎支部所
属）では、この度、下記のとおり会社を移転しました。
〒370-0072　高崎市大八木町906−1　イイヅカビル201

【登録変更】
　㈲アイモ、代表取締役・篠崎成夫氏（前橋支部所属）
では、この度、下記のとおり登録を変更しました。
あんしん計画㈱、営業部長・篠崎成夫氏
〒371-0035　前橋市岩神町3−3−7
TEL：027- 232- 3520
FAX：027- 232- 0999
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群馬サイクルスポーツセンター
変テコ自転車の遊園地

みなかみ町大峰山新巻　TEL0278-64-1811

料金／サイクルパス（入場＋乗り放題）
　　一　般（小学生～64才） 1,200円
　　幼　児（4才～未入学）   700円
　　シニア（65才以上） 700円

新会員
ご紹介

７月度常任理事会承認

〒372-0015　伊勢崎市鹿島町440-1

　患者様の立場にたった幅広い治療と充実した施
術で、いかに健康的に楽しく生きるかをご提案し
ます。お体のことなら何でもご相談下さい。

ＴＥＬ：0270-23-9796

FAX ：0270−23−9790
整骨院、鍼灸整骨院、整体院の経営

【紹介者／事務局（大平雄伸）】
読書

前
橋
支
部

㈱GENKIDO

執行役員
入　澤　達　也

S39年生

会員名簿追加録（順不同・敬称略）
企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

く
り
に
よ
り
い
っ
そ
う
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」
と
の
要
請
が
あ
り

ま
し
た
。

Ⅲ
．
審
議
事
項（
ま
た
は
意
見
交
換
）

１
．
県
商
政
課
よ
り
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

支
援
」
の
包
括
協
定
依
頼
に
つ
い
て

　

県
商
政
課
よ
り
、
県
内
企
業
の
Ｂ

Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
策
定
支
援

に
向
け
た
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険

と
の
包
括
協
定
締
結
に
向
け
て
、
同

友
会
へ
の
参
加
依
頼
が
あ
っ
た
旨
の

報
告
が
黒
岩
事
務
局
長
よ
り
報
告
さ

れ
、
審
議
の
結
果
、
同
友
会
と
し
て

締
結
す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

２
．
特
別
ゲ
ス
ト
報
告
会

　

神
奈
川
同
友
会
障
害
者
委
員
長
の

高
橋
良
治
氏
、
お
よ
び
東
京
同
友
会

障
害
者
委
員
長
の
木
村
志
義
氏
を
ゲ

ス
ト
に
迎
え
、
障
が
い
者
雇
用
に
積

極
的
に
取
り
組
む
高
橋
氏
の
体
験
談

や
、
障
が
い
者
の
就
労
の
現
状
な
ど

を
伺
い
、
グ
ル
ー
プ
討
論
で
学
び
を

深
め
合
い
ま
し
た
。

Ⅳ
．
そ
の
他

１
．
次
回
理
事
会
の
開
催
日
程
確
認

　

第
四
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開

催
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

日
時
：
八
月
五
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

十
八
時
三
十
分
よ
り

会
場
：
同
友
会
事
務
所
・
会
議
室

内
容
：
部
会
・
委
員
会
併
設
会
議

い
て
、
回
収
率
が
四
〇
％
を
超
え
た

こ
と
と
合
わ
せ
て
、
そ
の
集
計
結
果

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

○
第
五
回
関
東
甲
信
越
支
部
長
交
流

会
へ
の
参
加
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

○
青
年
経
営
者
全
国
交
流
会
の
案
内

が
あ
り
ま
し
た
。

Ⅱ
．
承
認
事
項

１
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
四

名
、
退
会
者
二
名
を
承
認
。
会
員
数

は
四
六
二
名
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た

澤
浦
代
表
理
事
よ
り
、「
少
し
ペ
ー

ス
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
の
で
、
仲
間
づ

【
議　

事
】

　

提
箸
副
代
表
理
事
が
議
長
を
つ
と

め
、
山
岸
代
表
理
事
挨
拶
の
も
と
、

開
会
と
な
り
ま
し
た
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
総
務
会
報
告

　

今
後
の
理
事
会
は
、
ひ
ろ
く
議
長

持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い
く
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
全
支
部
・
部
会
・
委
員
会
報
告

　

各
組
織
代
表
者
よ
り
、
報
告
や
案

内
連
絡
等
が
あ
り
ま
し
た
。

３
．
そ
の
他

○
生
沼
担
当
理
事
よ
り
、
障
が
い
者

雇
用
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
状
況
に
つ

日
時　

七
月
九
日
（
火
）

　
　
　
　
　

十
八
時
三
十
分
〜

会
場　

同
友
会
事
務
所

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
山
岸
、
澤
浦
、
田

村
、提
箸
、常
任
理
事
／
丹
羽
、布
施
、

清
塚
、
町
田
、
戸
塚
、
丸
橋
、
相
沢
、

前
原
（
代
理
）、
高
橋
（
宣
）、
小
林
、

理
事
／
海
老
沼
、
生
沼
、
阿
久
戸
、

前
田
、ゲ
ス
ト
／
高
橋
氏
（
神
奈
川
）、

木
村
氏
（
東
京
）、
事
務
局
／
黒
岩
、

阿
久
澤
、
竹
内
（
役
員
計
十
八
名
）

第３回

〒370-0074　高崎市下小鳥町83-1

　高崎市で群馬地域総合情報ポータルサイトを運
営しております。特に地域ブログポータルサイト
『グンブロ』は、県下で唯一のブログポータルサイ
トです。また、個人では、ライフワークとして中小
零細企業経営者の再起支援のお手伝いをさせてい
ただいております。宜しくお願い申し上げます。

ＴＥＬ：027-388-1300

FAX ：027−364−8999
地域総合ポータルサイト運営、ウェブコンサルタント

【紹介者／事務局】
フライフィッシング

高
崎
支
部

㈱群馬webコミュニケーション

取締役会長
赤　石　陵　勇

S24年生

〒375-0042　藤岡市鮎川337

　藤岡市で22年間、米・麦・大豆を有機栽培、新
規就農者の育成にも力を注いできた生産農家で
す。同友会においては他産業の方との交流を図
り、時流の変遷を乗り越えていく力にしたいと思
います。

ＴＥＬ：0274-23-8770

FAX ：0274−23−8970
有機穀類（米・麦・大豆）の生産・販売・加工

【紹介者／澤浦彰治、稲井政氏（東京同友会）】
茶道

高
崎
支
部

㈲古代米浦部農園

代表取締役
浦　部　　　修

S25年生

〒370-0864　高崎市石原町1152-3

　「社員と経営者のベクトルを合わせることで業績を好転さ
せる中小企業向け経営コンサルタント」です。大手事務機メー
カーに28年間勤務し、研究開発・商品設計から組織運営、プ
ロジェクト管理、人財育成までを実践して参りました。そこで
培った経験や実践的ノウハウを基に、中小企業の経営者や幹部
のお役に立つことが自分のビジョン・ミッションです。皆様と
共に成長できればと思いますので、よろしくお願い致します。

ＴＥＬ：090-1551-4484

FAX ：027−321−5651
コンサルティング・コーチング、組織活性化により業績向上を達成させる中小企業向けコンサルタント

【紹介者／宇野紳一】
ゴルフ

高
崎
支
部

ドリームコネクト

代　表
石　上　正　之

S27年生


